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血卓夜の安全対策の推進

卜輸血医療の安全確保のための総合対策Jを着実に実施するo
その他

受血者の輸血後検体く1 0月1 2別を確保し,再検査したところ, HBs抗原
C+L HBs抗体トl , HBc抗体く+1,HBV-DNAく+Iであった.
受血者の肝癌については,平卑1 5年に施術され,平成1 6年1 0月の腹部c
Tでは再発が認められておらず,肝癌と肝障害との因果関係はないものと考えら
れる.


